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諾う県内における学校管理下で伊〕窯熱死釣状況
について
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施行されている例は5例であったせまた原因が推定され

ている例は8例であ--)たB過去3年間6737ソケ-=-卜調査

では,心電図検診を窯施している学校は窯餓死例のあっ

た3.嶺枠中且校であ毒づ,樽をこ商校では愛校で問診表および

校医の診察による抽旧方式が取られていた.一部で瀦望

者をこよる有料検診を行-)ている高棟私見だ)れたが芳受診
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a)非持続型VTが確認されていた叩PM例は,Vprの

た｡AM文例は症状発現緩芦心肺蘇生蜜で数時間の余裕

があったが,不整脈死例は,堂例症状を訴える余裕はな

かった.AM言例はCAG所見などより嚢餓死の予測が

可能と思われたがダ不整脈死例では突然死の予測は困難

と思われた廿
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昭和59年-61年度の新潟県をこおける堂死亡小栗のなか

から鷹嫁死洞の経過時間が2竣時間以内の症例を抽出し

間藤死擬曲その他の身体状況を参考にして主要死因を紋

麗し 窯然死と考えられる症例 (8766例)紘-現バて鰻討

上}/.畑里_pi.虚1冊牛上申よし1tL.:i畑.ニ∴ 帖侶‡一

L㍉･冊巨廿叫､､∴号類‖斗･十齢別頼吐,糾卜紺沌

動き発症時刻変動などをこついて検討した-蜜た,三尊,観

取に漉管系疾患をこついては小栗をこ記威されていた既往歴

についても検討LたB体研究は新潟県環境保健部の幣

綴)突然死の死因をさく㌧＼る
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私共m経験Lた剖検級数且228症例をS鯛.壕--63.描

が〕うちチW招扮鉛定義に京都基準を加味して選び班L

助艶嶺例,大動脈療破裂3例,脳動脈療破裂2例,肺動

脈血栓症望例き誤嘩窒息2例,その他様ざまな疾患が含

まれている.症例慶をこ特徴があり概括するのぼ難しい.

そこで変体を通覧したあと,柊に教訓に富む後例を授示

したい.3..術前検査で異常を認めなかった死亡観 望¢

右心室形成不全犯hl病)に倉併した心筋衆申38無産
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が強い｡L顔l,Å念な剖検と定期健診デ-一-針---を潜む既

往歴や死亡状況の綿密な調露は死因や病態が)解明を閏月能

にするだ酢警なく芦臓器相関をこ凝づ宅疾患像の理解をこ太

の質向上のためをこ劇験は益埼必要な拳段となっている.
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CT沌豆だ･汁Leもacパル-ソにて経度的大動脈弁形成術

をpT鬼V)を施行Lた大動脈弁狭窄症2例をこついて報告
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